
 

 
計画 平成３０年度策定 設立 平成３０年５月８日 

地域の 

概要 

味生地区は、松山市の南西部に位置し、７つの町から成る静かな住宅地域であ
る。自然を身近に感じながらも医療・商業・教育・文化・交通など生活に便利な環
境で人気がある。（人口：約２６，５００人 世帯数：約１１，５００世帯） 

松山市の空の玄関口である「松山空港」に隣接し､「貿易促進地域(ＦＡＺ)」と
して整備された貿易輸出入港を有する空と海の拠点にある。西部の海岸地帯は「近
代化学工業地」(帝人・ダイソー・コスモ松山石油・太陽光発電・バイオマス発電
など)さらに「松山市西クリーンセンター」が立地する臨海工業地帯でもある。 

古くからの神社・仏閣も多く、味生地区から多く発掘された遺跡(古照遺跡など)
を展示する「考古館」や小学校、中学校、中等教育学校、高等学校を有する文化と
教育の地域である。 

地区の 

魅力・宝 

◆味生の景観など 
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宮前川放水路・風船堰     宮前川・桜        南斎院・考古館 

主な 

事業 

◎定期総会５月開催 ◎役員会・部会開催◎広報誌「味生まちづくり便り」発行

味生地区まちづくり計画 ～思いやりのあるまちづくり～ 

生活安心部＜みんなが安全で安心して暮らせるまちをつくろう＞ 

環 境 部＜地域の自然を守り、誰もが快適に暮らせるまちをつくろう＞ 

福 祉 部＜子どもから高齢者までいきいきと暮らせるやさしいまちをつくろう＞ 

地域振興部＜世代や団体を超え交流し協力して賑わいのあるまちをつくろう＞ 

教育文化部＜伝統文化を次の世代に継承し次世代へ夢をつなぐまちをつくろう＞ 

成 果 

広報誌「味生地区まちづくり便り」で各部の実施事業を報告し、徐々に活動を
認知され、地域の団体との協働に繋がっている。 

説明看板の設置で地域の宝を継承し、絵手紙教室や料理教室で自己啓発を促す
など、個人や地域を活気づけることで地域活性化と地域おこしに繋がっている。

今後の 
展望 

各部は、セクショナリズムにとらわれず、住民のニーズや情報を共有できる環
境を作り、地域が一体となれる活動を目指す。また、史跡や伝承を守る活動とし
て、早急に正確な情報を収集し、後世に伝える義務があると考えている。 

味生地区まちづくり協議会 


